








要約:HBs 抗原と HBe抗原がともに陽性の母親から出生した児に対し、HBIG と HB ワクチン

を用いた予防処置を実施し、生後 3歳まで HBs抗体を維持するよう抗体価が低下した場合

にはワクチンの追加接種を行った。

3 歳以降は抗体価の低下が認められた場合にも、ワクチン接種を行わずに経過を見たが、

HBs 抗原が陽性になる例は認められなかった。

抗体価低下例 20 例に 6 歳以降にワクチン接種を行い、抗体価の変動を検討した結果、18

例で充分な抗体価の上昇を認め、抗体価が低下した後も予防能力を有しているものと考え

られた。

HBs 抗原陽性・ HBe 抗原陰性の母親から出生した児は、予防処置を行わなかった 281 例中

の約 1.O%に一過性の感染による抗体価の上昇を認めたが、予防処置を実施した 230 例中

には感染例はなく、この様な母親から出生した児に対しても予防処置を実施することが望

ましいと考えられた。


